
試聴会・訪問記収載 

 

OTOTEN2024 音の旬本舗福田屋イベント報告(2024.6.22) 

 

１．はじめに 

 例年どおり OTOTEN 2024が開催され、音源出版主催の音の旬本舗の福田屋出張イ

ベントの配信を試聴しました。テーマは「仮想アース＆電源ケーブル」です。 

  

２．デモの概要 

 関連情報は以下に示します。出演は、福田雅光氏と土岐泰義氏（光城精工）です。 

https://www.jas-audio.or.jp/audiofair/ 

https://www.jas-audio.or.jp/audiofair/jas-event 

https://www.live-extreme.net/ototen2024-g701 

https://www.phileweb.com/news/audio/202406/17/25451.html 

   

 

そもそも仮想アースに関心をもったきっかけは OTOTEN 2022のこのイベントで、

昨年も視聴しています。 

https://www.jas-audio.or.jp/audiofair/
https://www.jas-audio.or.jp/audiofair/jas-event
https://www.live-extreme.net/ototen2024-g701
https://www.phileweb.com/news/audio/202406/17/25451.html


 研究室日誌 6月 22日 （OTOTEN 2022） 

 研究室日誌 6月 26日 （OTOTEN 2023） 

 今回のテーマは、「付属電源ケーブルからの脱却」と、「仮想アースの音質効果の

実演デモ」ということです。 

最初は、女性ボーカル CDを使った電源ケーブルの試聴で、パワーアンプの付属ケー

ブルに対し、1万円台→10万円台までの試聴対象ケーブル 6本の試聴が行われまし

たが、ケーブルによって音が変わることが聴き取れました。 

仮想アースについては、光城精工土岐氏から仮想アースは Groundの強化であるとい

う話があり、男性ボーカルの CDにより、同社の Crstal E-Gを SPのマイナス端子

に接続する試聴が行われ、多くの参加者から効果についてコメントが得られていまし

た。 

SPのマイナス端子に接続する意味は、アンプまで繋がっているということですが、

アースの持つ意味については技術者間でも解明できていないという話もありました。

なお、Crstal E-Gが、従来の Crstal Eや Crstal E Jtuneに比べて、どういった理屈

でどのような改善がなされたかの説明が欲しかったと思います。 

最後にヴィーナスレコードの SACDの断片的な試聴がありました。 

今回のイベントでの電源ケーブルにしても、仮想アースにしても、福田氏によれば、

試聴は単純な音の構成の音源が分かりやすいということでしたが、これには異論があ

り、ポリフォニー音楽とか、合唱まで加わった大編成もの、あるいは倍音の複雑な楽

器で評価する方が効果的と考えています。 

そういったテストの在り方については問題がありましたが、効果に判断については異

存はなく、KORGの Live Extremeによる配信プラットフォームの優秀なことは、

よくわかりました。 
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